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建
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物

の

概

要

用 途 一戸建ての住宅 

最 高 の 高 さ 8 ｍ 階数 地上 2 階  地下 0 階 

構 造 木造軸組み 

敷 地 面 積 949.33 ㎡ 

建 築 面 積 228.46㎡ 
届出以外 

の部分 
0㎡ 合計228.46㎡ 

延 べ 面 積 230.21㎡ 
届出以外 

の部分 
0㎡ 合計230.21㎡ 

屋上に設置する建築 

設備の種類及び高さ 
□ 高架水槽 ｍ □ その他 ｍ 

色 彩 の 変 更 部 分 

と そ の 面 積 
面積 ㎡ 

仕 上 材 

屋 根 ｽﾚｰﾄ

色 彩 

屋 根 N4.5  グレー 

外 壁 漆喰 外 壁 2.5Y8/1 ベージュ 

開
発
行
為
の
概
要

開 発 区 域 の 面 積 0 ㎡ 

行 為 の 目 的 
分割 （ 区画） （最小区画面積 ㎡） 

その他（ ） 

行 為 の 内 容 
切土 （ ㎥） 盛土 （ ㎥） 

その他（ ） 

（注）１ 仕上材欄には、表面仕上の材料をできるだけ詳しく記入してください。 

 （ 例：日本瓦、波型スレート、小口タイル等） 

２ 色彩欄には、マンセル表色系を記入してください。 

３ この届出書には、景観配慮に関する見解書及び鎌倉市都市景観条例施行規則別表第１に掲

げる図書を添付してください。 



第 3 号様式の 3 （第 9 条の 3)

景観配慮に関する見解書

1. 共通事項
行為計画地周辺の景親の特徴（景観的特性、 景観資源等）をつかみ、 記入する。

着 眼 点 計画地周辺の現況等記 入襴

地 域 的 特 徴 沿閑な谷戸の住宅地

まち並みの連続性 自然素材や伝統的意匠と調和した外観

周辺建物のデザイン 谷戸のスケー ルにあったスケ ー ルの建物

眺 望 景 観 緑が背景となり、 建築物が見え隠れする

景 観 資 源 既存樹木、 近隣の寺

2. 建築物の建築
1で整理した内容、 土地利用類型別の方針及ぴ基準を踏まえ計画し、 各項目の自己評価を

行い、 配慇した事項を記入する っ

項 目
自己

配應事項記入欄
評 価

配 置 ◎ 広い庭を生かした配骰計画

形態意 匠 ◎ 無理のないシンプルな形態

色
杉r“ 

◎ 自然となじむ配色

建築設備 ◎ 断熱性に配礁した計画

外構緑化 ◎ 広い庭を考感した計画

3. 開発行為

1で整理した内容、 土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、 各項目の自己評価を
行い、 配慮した事項を記入する。

項 目
自 己

評価
配廊事項記入欄

逗‘牛 成

擁 壁

敷き際・緑化

自己評価 ◎ ：十分配應した 0 ：配虚した △ ：部分的に配慇した X :配慮できなかった
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